
引き続き審査する案件
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市
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議
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平
成
34
年
に
は
、
生
産
緑
地

に
指
定
さ
れ
て
30
年
が
経
過
し
、

解
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
農

地
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

緑
地
の
減
少
は
残
念
で
あ
る
が
、

目
先
の
利
益
追
求
の
不
動
産
業

者
の
手
に
渡
る
く
ら
い
な
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
貢
献
で
き
る

政
策
に
い
か
す
べ
き
と
考
え
る
。

受
け
身
で
は
な
く
、
相
談
窓
口

を
設
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
創
設
等
、
能
動
的
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。
ア
公
共
施
設
、

図
書
館
、
公
園
、
市
民
農
園
、

新
庁
舎
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
に

活
用
で
き
な
い
か
。
イ
保
育
施

設
建
設
、
園
庭
を
持
た
な
い
保

育
所
の
共
用
遊
戯
場
設
置
に
活

用
す
べ
き
。
ウ
高
齢
者
施
設
事

�

森
戸
洋
子

�

（
日
本
共
産
党
）

児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で

い
る
。
国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
か
ら
も
厳
し
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
条
例

を
制
定
し
て
い
る
小
金
井
市
と

し
て
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
ア
子
ど
も
家
庭
総
合
拠
点

の
機
能
を
含
む
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。
イ
児
童
相

談
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
教
育
委
委
員
会
と
の
連

携
の
速
や
か
な
体
制
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ウ
産
後
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

養
護
施
設
を
誘
致
し
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
現
状

で
は
管
理
職
の
配
置
、
社
会
福

祉
士
、
児
童
福
祉
司
な
ど
を
配

�

田
頭
祐
子

�

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

国
は
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
排
出
量
25
％
削
減
を

数
値
目
標
と
定
め
、
レ
ジ
袋
の

有
料
化
を
義
務
付
け
た
。
ア
市

内
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
も
レ
ジ

袋
な
ど
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
削
減
協
力
店
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
作
り
、
呼
び
掛
け
な
い
か
。

イ
小
金
井
市
施
設
ご
み
ゼ
ロ
化

行
動
基
本
計
画
に
あ
る
排
出
量

25
％
削
減
は
達
成
で
き
た
の
か
。

庁
舎
内
の
ご
み
ゼ
ロ
化
推
進
員

の
役
割
は
。
ウ
こ
が
ね
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を
行

っ
て
、
職
員
や
議
員
も
マ
イ
バ

ッ
ク
持
参
な
ど
、
ご
み
の
発
生

抑
制
に
取
り
組
ま
な
い
か
。
庁

舎
内
の
自
販
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ゼ
ロ
は
評
価
で
き
る
。
他
施

置
し
て
い
る
。
今
後
も
体
制
強

化
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ウ
児
童
養
護
施
設

は
、
他
の
事
象
も
含
め
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長
　
イ
昨
年
４

月
か
ら
不
登
校
カ
ル
テ
を
各
学

校
か
ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
虐

待
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
産
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
既
に
７
市
が
実

施
し
、
本
市
で
も
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
検
討

を
始
め
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
市
民
へ
の
影
響
が

大
き
い
「
消
費
税
増
税
の
中
止

問
題
」、「
国
保
税
の
負
担
軽

減
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

業
者
と
農
家
の
仲
人
役
に
な
る

べ
き
。
エ
駅
周
辺
、
幹
線
道
路

沿
い
等
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
よ
る
整
備
を
す
べ
き
。

環
境
部
長
　
ア
緑
の
保
存
対

策
と
対
極
に
あ
る
。
相
談
窓
口

は
難
し
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
イ
生
産

緑
地
に
限
ら
ず
、
引
き
続
き
研

究
す
る
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
公
募
が

効
率
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長
　
エ
地
主
の

方
の
意
向
が
あ
れ
ば
、
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

企
画
財
政
部
長
　
エ
指
定
が

解
除
さ
れ
て
も
市
の
資
産
と
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
行
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
大
切
に
第

５
次
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た

っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

設
で
も
取
り
組
ま
な
い
か
。

環
境
部
長
　
ア
市
内
の
業
者

に
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
力
店

制
度
の
拡
大
に
努
め
る
。
今
後

も
ご
み
ゼ
ロ
化
推
進
員
の
市
民

と
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

イ
平
成
29
年
度
は
施
設
に
よ
っ

て
は
減
量
で
き
た
が
、
全
体
で

は
増
え
た
。
更
に
注
力
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
庁
舎
内
の
ご

み
ゼ
ロ
化
推
進
員
は
各
課
一
人

以
上
い
て
、
毎
年
抜
き
打
ち
の

ご
み
排
出
状
況
チ
ェ
ッ
ク
と
報

告
を
行
う
。
ウ
マ
イ
バ
ッ
ク
等

の
使
用
率
は
ま
だ
完
全
で
は
な

い
。
会
議
等
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
は
提
供
し
て
い
な
い
。

総
務
部
長
　
ウ
庁
舎
の
自
販

機
は
管
財
課
が
業
者
に
協
力
を

依
頼
し
て
い
る
。
他
施
設
に
も

お
願
い
を
考
え
て
い
る
。

�

渡
辺
大
三

�

（
情
報
公
開
）

❶
基
本
設
計
に
向
け
て
、
設

計
業
者
任
せ
で
は
な
く
、
市
と

し
て
の
考
え
を
持
っ
て
臨
む
べ

き
。
ア
庁
舎
は
床
面
積
の
縮
減

の
徹
底
が
必
要
。
小
金
井
市
は

職
員
も
議
員
も
多
い
。
そ
れ
を

前
提
に
床
面
積
を
決
め
て
い
い

の
か
。
イ
現
状
の
案
は
地
表
面

が
駐
車
場
で
覆
わ
れ
る
プ
ラ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
地
下
に
入
れ

れ
ば
地
上
に
大
き
な
広
場
が
確

保
で
き
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
ア
更
な
る
精
査
も
必

要
か
と
は
思
う
。
イ
予
定
地
の

最
大
限
の
有
効
活
用
が
求
め
ら

れ
る
。

❷
再
来
年
度
か
ら
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
施
行
に
よ
り
、

何
も
手
を
打
た
な
い
と
、
小
金

井
市
も
人
件
費
が
年
１
億
円
か

ら
１
億
５
千
万
円
の
増
に
な
る
。

待
遇
改
善
と
野
放
図
な
人
件
費

の
拡
大
は
別
問
題
で
あ
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
た
定

数
条
例
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
ま
ず
制
度

導
入
に
向
け
て
検
討
し
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
職
員
数
の
管

理
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

�

湯
沢
綾
子

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
誹
謗
中
傷
や
個
人
情
報

の
公
開
等
の
人
権
侵
害
が
増
え

て
お
り
、
市
民
か
ら
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。
被
害
者
の

受
け
る
精
神
的
苦
痛
は
極
め
て

大
き
い
。
市
に
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
ど
う
対
応
す
る
か
。

企
画
財
政
部
長
　
窓
口
と
し

て
は
人
権
身
の
上
相
談
が
あ
り
、

削
除
依
頼
の
方
法
を
助
言
す
る

な
ど
援
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

❷
一
般
市
民
が
自
分
で
対
応

す
る
の
は
実
際
に
は
難
し
い
。

で
き
る
限
り
具
体
的
な
支
援
を

行
っ
て
欲
し
い
。
特
に
重
要
な

問
題
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
あ
る
。
ネ
ッ

ト
い
じ
め
は
過
酷
で
卑
劣
な
行

�

岸
田
正
義

�

（
み
ら
い
）

❶
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
適

正
な
任
用
、
勤
務
条
件
を
確
保

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

施
行
ま
で
１
年
で
あ
る
。
ア
今

後
の
予
定
は
。
イ
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
を
進
め
る
べ
き
。

ウ
影
響
額
の
試
算
は
約
１
・
６

億
円
で
あ
る
。
処
遇
改
善
を
図

る
か
ら
に
は
職
務
内
容
を
見
直

し
、
不
明
確
な
労
務
・
任
用
管

理
、
人
件
費
や
定
数
管
理
の
管

理
手
法
を
整
理
す
べ
き
。

総
務
部
長
　
ア
今
年
の
第
３

回
定
例
会
に
条
例
提
案
で
き
る

よ
う
対
応
す
る
。
イ
通
知
の
趣

旨
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。
ウ
統

一
的
労
務
管
理
は
必
要
。

❷
制
度
移
行
を
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
行
革
を
進
め
よ
。
ア
全

職
員
の
業
務
量
の
見
え
る
化
を

行
い
、
役
割
を
整
理
し
た
上
で

仕
事
の
持
ち
方
を
見
直
す
べ
き
。

イ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
実
現

す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

積
極
的
に
活
用
す
べ
き
。
ウ
市

民
目
線
の
挑
戦
的
な
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
故
に
困
難
な
課
題

も
あ
る
。
や
ら
さ
れ
感
で
な
く

自
分
事
と
す
る
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
に
改
善
改
革
運
動
を

進
め
る
べ
き
。

企
画
財
政
部
長
　
ア
こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
全
業
務
が
最
適
な
担

い
手
の
下
で
効
果
的
・
効
率
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
戦
略
を
検

討
す
る
。
イ
庁
内
で
検
討
会
を

立
ち
上
げ
て
研
究
す
る
。

市
長
　
ウ
全
職
員
挙
げ
て
の

意
識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
を

念
頭
に
精
一
杯
取
り
組
む
。

為
で
あ
る
が
、
証
拠
の
残
る
い

じ
め
で
あ
り
、
証
拠
を
得
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
元
来
の
い
じ

め
と
は
異
な
る
対
処
が
可
能
な

側
面
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ネ

ッ
ト
い
じ
め
へ
の
対
応
は
迅
速

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど

も
が
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掲
載
さ
れ

た
中
傷
等
が
削
除
さ
れ
ず
、
被

害
が
拡
大
す
れ
ば
、
そ
の
状
況

が
明
ら
か
に
見
え
る
だ
け
に
絶

望
感
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

現
代
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
を
鑑
み
れ
ば
、
学
校
関
係
者

が
対
処
法
を
身
に
着
け
る
の
は

必
須
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
警
察
と
の

連
携
も
考
え
ら
れ
る
。
組
織
的

に
対
応
し
て
い
く
よ
う
、
体
制

づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

�

水
上
洋
志

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
高
齢
者
の
生
活
支
援
を
求

め
る
。
ア
安
倍
政
権
下
で
、
社

会
保
障
費
が
４
兆
円
以
上
も
削

減
さ
れ
て
い
る
。
年
金
が
減
ら

さ
れ
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

医
療
費
窓
口
負
担
が
２
割
と
な

る
な
ど
、
負
担
が
増
え
て
い
る
。

今
後
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
割
と
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
削
減
は
中
止
す
る
よ
う
意
見

を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
イ
雇

用
の
促
進
を
求
め
る
。
ウ
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
支
援
を
求
め

る
。
エ
成
年
後
見
制
度
の
拡
充
、

特
に
市
民
後
見
人
の
育
成
を
求

め
る
。

市
民
部
長
　
ア
各
種
社
会
保

障
制
度
に
つ
い
て
市
長
会
な
ど

を
通
じ
て
要
望
を
続
け
て
い
く
。

イ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
・
東
京

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
と
連
携

し
、
高
齢
者
福
祉
担
当
課
と
と

も
に
考
え
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
関
係
機

関
と
連
絡
を
密
に
し
て
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
た
い
。
エ
市
民

後
見
活
動
に
意
欲
や
興
味
を
持

つ
方
を
増
や
し
た
い
。

❷
「
８
０
５
０
問
題
」
に
つ

い
て
。
ア
福
祉
総
合
相
談
窓
口

で
の
対
応
を
整
備
す
べ
き
。
イ

精
神
障
が
い
者
の
居
住
サ
ポ
ー

ト
事
業
や
家
族
の
一
時
避
難
場

所
の
設
置
を
求
め
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
ア
手
を
挙

げ
づ
ら
い
方
に
窓
口
に
来
て
も

ら
え
る
の
か
今
後
研
究
し
た
い
。

イ
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
来

年
度
計
画
し
て
い
る
。

総務企画委員会
▶同性パートナーシップの公的認証制度の導入を求める陳情書
厚生文教委員会
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改正する条例　▶小金井市国民
健康保険加入者生活支援手当条例　▶小金井市議会平成３０．１１．１９厚生文教委員
会３０陳情第３５号に係る質疑における吏員による虚偽答弁を弾劾する陳情書　▶
医療的ケア児とその家族に対するサポート体制拡充に対する陳情書　▶衆参両
院議会への意見書提出に関する陳情書　▶介護保険料の特別徴収という年金天
引きを弾劾する陳情書
建設環境委員会
▶小金井市道路新設問題に関する陳情書
議会運営委員会
▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関する調
査、②議会の会議規則、委員会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長
の諮問事項について
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶市庁舎と福祉会館の敷地内に大きな公園（広場）を確保することを求める陳
情書　▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事業評価シートの速やかな作成を
求める陳情書　▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査
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平成最後の春（庁舎建設予定地）

市 議 会 だ よ り ― 6 ―令和元年（2019年）5月24日発行 （264号）


